








:緒言: 

 乳歯齲蝕は一般にレジン充填や乳歯冠によって処置されるが、最近ではサホライド塗布

も広く用いられてきている。サホライド塗布は、歯質削除量が少なく、施術が容易であり、

したがって処置にともなう生体への侵襲が少ないなど、とくに治療受容性の低い幼児の齲

蝕処置や、子どもの歯科治療についての環境に恵まれない地域での齲蝕抑制に有力な武器

となると考えられる。 

 サホライドは、一般に暫間的な齲蝕製剤と性格づけられており、齲蝕の完全な進行阻止

効果がみられることも少くないにもかかわらず、現状では、厚生省の歯科疾患実態調査や

乳幼児健診、学校健診において一律に未処置歯として取り扱われている。このことが現場、

とくに学校健診などでの対応において、診査結果の画一的な解釈と現実の治療に当っての

柔軟な判断とのズレの狭間に立って、保護者や本人の理解に混乱を生み、ひいては健診結

果に対する疑問や不信につながって、その後の保健指導や健康教育にも尾を引いている場

合が少なくないように思われる。 

 上述のようないくつかの特徴を考えると、サホライド塗布によって進行が阻止されてい

る齲蝕は、処置歯とするのがあらゆる面からみて妥当と思われる。ここでは、サホライド

塗布の乳歯齲蝕進行阻止効果が実際にどの程度であるのかを、一地域集団についての成績

から知ろうとした。 


